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勧Wo7・ds：FluidMaddne，Sotmd，FanNQise，AxialFIowF註n，TipClear純Ce  
β点：羽根車直径 m  
′：周波数】鹿   
島：巽高さ mm  
才：入射角 ○   
∬古：比騒音レベル dB  
烏：任意の整数  
エ：電動機入力 磋W一   
脇：臨界先端マタハ数  
椚：ロブ数   
Ⅳ：回転数 印mまたは叩＄  
刀：高調波の次数  
鳥：全圧 Pa  
Q：流量 m3／s  
SPL（A）：音圧レベル（A特性）dB  
SPL（L）：音圧レベル（L特性）dB  
F：翼先僻すきまの平均値 nm   
抗：羽根先端の用達度 皿／s   
仇：軸流速慶成分 m／s  
ガ：軸方向の取離 m  





p：空気の密度 kg／mき  
¢：圧力係数（¢＝2タr／〆抒）  































2．記  号  表  
繭：普遍 m／s  
■昭和盛年3月16日 九州真部第37斯繚会講演会において   
論文紬として講演．原稿受付 昭和鎚年10月6日．  
蛛正嵐柳大学ま学前ぐ轍福岡帯菓区箱崎6－10－1）．  
●●∵正員．長崎大学工学部（咄長崎市文教町ト14）  
「／   
1－j   














〔宅間〕 大木守松〔山形大学工学部〕   
熟伝達の改善と関連した∴興味深い研究として諌ま  





























をよ，この庶絶つLいては明確な照置はなく，さらに検   
守したいと患う．   
〔賛同〕 加藤 宏〔東京都立大学工学部〕   




界レイノルズ数熱炉についてお教えいただきたい．   
（2）流れを支配するパラメータとして，α，βで  
顔諦されているが，S－をストローハル数とすると  
α∝儒‾，β＝虎e儒   
であるから，貴実験のレイノルズ数領域を考慮すると   
良と融＆をパラメータとして考察するほうが直接  
輪であると患うが，いかがか．   
〔回答〕 （1）曲り管内定常流の臨界レイノルズ   
数皮‘。は，直管の億2300より大きく，次のような実  
験或（付3）   













（付5〉 村上・ほか2名，機諭．37－296（昭娘凱717．  
（付6）角田・ほか2各聯，帥－452，B（昭59），935．  
ヽ   
感触癖療匿奉え率衰蒐暁軒凄ま輿鱒  821  























に分げて議論を進める．   
4・1最高効率点の送風機特性   



































記録した．   
粟先帝すきまの大きさは，動翼外径を一定に保ち，  
eAl一宇且n   AI一瞥孝n 】  下pエー官印  
7．8，6，恥与．0，3．0  畠∴0，4．9，3．ノら   
6．0，2．0，0．7  S mm  1．7，0．8う，0．35  1．9，0，7，9．3   
表2 動貴報の備心量（クラーク翼）  
冨叩  E如印t音量¢ityie血嘘   
ブ．8  3．9，4、8，5．会   
6．0  3．P，4，0   
争・0  1．8〉，2．白   
3．0  0．5，1．q，1．5   
1．7  0．ヰf恥8  
（a）クラーク粟晦進Ⅰ）（b）粟膨張（AI）（e）扇形巽（FPI）  
困苦供試羽根車  








































ほぼ同程度のこう配で上昇することが示されている．   
葉形冥の場合酎ま莱弦長が全スパンにね盈りほぼ一  
一 


































































































































































































































0  1  2  3  4  5  
でip clear＆nCe ra七io，言／霞B％  
（b）菓形巽および扇形翼   
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0  0  0  0  0  8 0．10．2 0．3 0．4  
アlow仁Oeffi仁1モnt，¢  
囲箆 棒脇線（クラーク翠送風級）  
低蜃謝親遠慮検の巌音に卑見る東夷閲すきま印影響  823  
じ′も糞先端を＆はない立とにヤ歯があると考えられる．   




























を達成できることを示している．   






















































衰量』dβは次式で与えられる．   
』d財血＝8．6剖桝l［（〟羞）2－（脇円．1／2ノ斤≠  
………… （2）   
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0 ’1  2  3  与  5  6  7  8  
Tlp eleaTanCe，すⅧm  
（も）比騒音レベル  
図5 巽先端すきまが騒音に及ぼす影響  
0．1  之 3ち 6 8I Z 3q  
Frequeれey，f kHz  
図6 廉音のスペクトル分布  
（クラーク巽送風珠）  



















があることがわかる．   
この235Hz音の動葺前線直前から上流側への管内  
















数騒音が発生することを意味する．   
4・2 低流量城の送風機特性   






















































































） 8．t O．2 0．3 0．4 8．5 0．6 0，7 0．8   
E亡Centrlclty of fan axi8，E作  
図9 離散周波数騒音に及ぼす影響  
（クラーク巽送風機）  









































0  0．5  1  1．5   
Axialdls亡ance，Z m  甘10V亡Oefficlent，¢  
図10 巽先端すきまと送風機特性の蘭係  
（クラーク巽送風機）   
図8 235Hz音の軸方向減衰特性  
モクラーク巽送風機）  


















































0．之  D3  8．亀  
Flov¢Oefficient，¢  

































 h15  0．2  臥25  
R邑dもal血st81n仁e，R∵血   
（8）紬疎遠度  
2  3  為  5  6  チ  8  
Tlp⊂1e塁て金銀己邑I8孤 
（a）タラーグ要  
































































0  1  2  3  4  5  6  
Tip cle＆ー乱nCe，Slrm  
（b）入射角  
固11勤千人ロの流動状態  
（クラーク耳遠風乳 首＝0．65mm）  
（b）葉形賽串よび扇形茶  
園13送贈髄畔と覿祐卵まの関係一己議壷   
舶＄  億琵軸流送風穣の録音に与える要先端すきまの影響’   
4率婆層書簡瞳   




































大なる流量から音圧レベルの上昇が始まる．   















































小人  いへ．叫、、  
0．l  Z 34 6 81  2 3 ち  
Frequency，f kRヱ  

































































































 0・12 34 681 2 3  
Frequeycy，f kHz  
（b）葉形翼  
図15 騒音のスペクトル密度分布の比較  
（音圧レベル極大点）  
noIV COefflcient，l  
囲16 睾先靖すきまが離散周波数陸曹に及ぼす影響  
ヨ 
ー軸．完呼  












































































討   
E筆問j 松永成徳〔九州工業大学〕  
























とAIを別々に静明しており，それらの諸特性が必ず   
しも両者や同じでないことは記述した‘とおヮ  
その他については具体的に開題を指摘していただかな  
いと答えかねる．  
（3）この記述はKubotaらの場合において弦長を  
短くすることと，本報の『を大きくすることが¢や  
オに関して定性的に全く同じ効果を与えている実験事  
実を指摘しただけである．本文825ページ左横10得め  
の「なお，葉形翼……」の文章において異形翼とほ本報  
のAトFanの意であるが，これを誤解されているので  
はないかとも懸念される．  
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